












































































































































































































































































































































（toxic epidermal necrolysis：TEN）では、20 ～ 30％とされる（厚生労働省医薬食







ている。また一つが人工角膜であり（中村 , 木下 2002）、ここに今回、取り上げる
OOKPがある。

















ストリア、ドイツに続いて 1996 年、Liu C と Herold J によってイギリスに導入され
た。現在までに報告されている改良型歯根部利用人工角膜の症例数は 573 例、最長
の経過観察期間は 27 年である（Liu・福田・下村・濱田 2002; 福田・Liu・濱田・下
村 2003; 福田 2004; 2005）。
（５） OOKP は、準備手術である第一期手術と、そこから 2～ 4 ヶ月空けて行われる第二
期手術の 2期の手術からなる。
 第一期手術では、全身麻酔下で、A. 眼表面の再建手術と、B. 光学部を固定した




osteo-odonto-lamina の中央にドリルで 3～ 4㎜径の穴を開け、PMMA製の円柱形の
光学部を歯科用セメントで固定する。犬歯を使うのは、この光学部を埋め込むために、
根元が 1本の大きな歯が必要なためである。これを手術眼と反対側の眼球下方の眼














（６） 半構造化面接によるインタビュー調査である。インタビューは、2005 年 6 月から
2006 年 7 月までに 3回（計約 10 時間）実施した。インタビューの様子は、橘さん
の許諾のもとにMDに録音した。
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